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ま え が き

さきに提出した "ビス語の系統"と題する一文1)において,私はビス語とアカ語とビルマ語

の基礎的な対応関係をさぐり,ついでそのような関係の成立を証明できる各々の音素の対応通

則を,初頭子音音素に限って求めた｡このような対応通則の設定は,三つの言葉の音素体系を

組み立てている個々のメンバ-の系譜的な相対関係を解明するとともに,より古い段階に存在

したであろう共通形式の推測をも可能にした｡しかし,対応通則の設定は,すべての形式につ

いて可能なのではなく, 特定の条件のもとにある形式にしか求めることができない｡ さきに

言葉が一つの stageからつぎの stageに変遷していくときに,形式の上にもたらされた結果

から三つのタイプをたてたが,2)あとのある時代で, 同じ共通態から変ってきたいくつかの変

遷段階を代表する数個の言語間の関係を,形態素の性格について考えた場.合,つぎの三つのい

ずれかにあてはまる｡

i) a言言吾とb言語 (そして C言言吾･-.･･)が,同じ意味を表現するのに,共通態Ⅹの同じ一つ

の形式から来源した形態素を使う｡換言すると,a言語とb言語 (そして C言語---)が ｢同

源形式｣を伝承している場合である｡たとえば Hbee"を意味するビス語 pjbァカ語 bja ビ

ルマ語 pya2 ほ,いずれも共通段階の同じ一つの語幹形式 *bya から受継いだ形式であると

考えられる｡ この Hbee"Bisupja:Akhabja:Bur.pyaの問の対応関係が比較言語学的に

証明されると,それらは ｢同源形式｣であると認め得るのである｡

ii)a言語とb言語 (そして C言語--)が同じ意味を表現するのにちがった共通形式から来

源した形態素を用いる｡換言すると,a言語とb言語 (そして C言語--)が何らかの理由で

｢異源形式｣を伝承している場合である｡ たとえば 〃1ungs"を意味するビス語 ?aqIhmaw:

1) ｢ビス語の系統｣『東南アジア研究』4巻3号,pp･42-68.
2) 上掲 pp.57-.

854 - 52-



西田 :ビ ス 語 の 系 統 (続)

アカ語 菖apb:ビルマ語 ?a-t菖hutは,それぞれ異った語根の形態素を伝承 していて,この三

つは異源形式にちがいないと考えられる場合がこれにあてはまる｡また,か りにb言語が伝承

して来た ｢同源形式｣をある段階で倍用語に置き換えた場合で も,これに準 じて扱 うことがで

きる｡たとえばビス語が "frog"を意味する *phaをある段階でタイ語からの借用語 kopnaに

rTLlT;[き換えた場合 も,それとアカ語 xapha およびビルマ語 pha2 とは冥源形式であるとして

扱わねばならない｡

iii) a言語 もb言言吾も (そして C言語も--･.),同じ語根に属する形態素を受継いで いるが,

a言語とb言語(そして C言語--)で語幹形式が違っている場合がある｡たとえば "tocure"

を意味するビス語 p5-t]Eとビルマ語 py〇k-se は,同じ語根であるが興 った語幹の *p〇k と

*pj〇kから来源 していると考えられる(cf.p.66).これを｢同源異語幹の形式｣であるといおうO

音素対応の通則を設定できるのは,この申, i)の条件にある同源形式に限られる｡ ii)の

異源形式は,そのような通則を設定する根拠にもならないし,同源形式にもとづいて設定 した

通則を適用することもまた不可能である｡ iii)の同源異語幹の形式には, i)について設定 し

た通則を限定 した範囲内で (たとえば初頭子音 とか母音と末尾子音の連続形とかに)適用する

ことができる｡たとえば,上例 日tocure"には Bisu *一〇k:BUT.一〇kの対応通則 (Rule57)

を十分に適用できる｡

そこで言葉の比較研究にあたって, まず言語間の対応形式が, この三つのタイプの申,い

ずれに該当するかを決定するところに問題がある｡ i) の同源形式が必ず しも酷似 した形式を

もって伝承されているとは限 らないOたとえば,アカ語の Hfour''?bほ, ビルマ語の 1iy2>､

1e23) とは少 しも似ていない｡一見して巽源形式であるかに思える｡ しかし,つぎのような並

行例が発見されると,"アカ語の母音音素 ¢の前で"という特定の環境において,

Akha7-:Bur.1- の対応通則をたてざるを得なくなる｡(Rule16iii)4)

Hgrandchild"Akha ?@ :Bur.rn1iy2>mye2

"bow" t菖a?a liy2>1e2

"tochange" ?apho一尺u I. pr〇℃21ay2-se

したがって,これらの形態素はいずれも同源形式であると認めるほかはない｡アカ語のこの

種の初頭子音の脱落現象は共通段階の r一千 音 にもあった｡

パtosell" Akha76-6tn : Bur.rつり2-se(Bisuk50-ge)
Htolaugh" ?山一atn : ray-se (Bisu?血一耶)

3) 以下,ビルマ語の形式は,とくにことわらない限り,はじめに中古ビルマ語をあげ,ついでビルマ文

語をあげる｡たとえば liy2>leZは liy2が中古ビルマ語 le2がビルマ文語形である｡そして必要があ
れば,そのあとで現代ビルマ語形式を加えたoliy2>1e2>16i｡
4) したがって,Akhaト :Bur.ト Rule16i)ii)

Akha7-:BUT.ト Rule16iii)(佃 に先行する環境で)
の二つの通則ができる｡
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"water" 7血-5' riy>re(Bisu x)

ここに Akha7-:Bur.卜 の対応通則が成立して,これらもやはり同じ語幹形式から伝承さ

れた形態素であると認めることができる｡

この初頭の ト,r-が脱落する現象は,共通段階の clusterがアカ語で一般に副次音 111-r-

を消失してあらわれる傾向ともよく一致 しているO

一見したところ似ていないけれども,それらを異源形式であると簡単には決められない例を

もう一つあげよう｡

"village"を意味するビス語 kh〇O-baとアカ語 phuは異源形式であることは疑いがない.

そしてアカ語 phu とビルマ語 rwo>rwa も異源形式である. しかし,ビス語 kh〇℃-ba とビ

ルマ語 rwo>rwaが異源形式であるとは断言できない｡ 何故なら中古ビルマ語形 rwoはチベ

ット語 gr叩 と対応するからである｡この一見したところ関係のないビス語とビルマ語の形式

は,チベット語形を関連づけると,同源形式であると認めざるを得ないのである｡6) この関係

をつぎのように図示できる｡

"village" *groて) E*phu

Tibetan grog(-ba)>t菖hot卜Wa

OldBurmese rwo >rwa

Bisu kh〇ローba<*khrつりIba<*Gr〇g-ba

Akha x

×

×

×

phu

外見上かなりよく似た形式が対応通則に合致しないで,一見 して似ていない形式の方が通則

に適合する場合が往々にしてある. たとえばビス語の "tosit"d也p-粥 は,外見からはビルマ

語の thtug-se>thot)-de> thain-deに対応するように思えるが,実はそうではない｡Bisud-:

Bur.th-の通則は認められない.しかし,Bisud-:Bur.n-は一般的な ruleである.そし

て,Bisu-tut):Bur.-iy> -eも少数ながらほかに並行例があって通則の一つと認められるか

ら,ビス語の dthg一粥 に対応する正当な形はビルマ語 niy-se>ne-de>nei-de〃tostay,re-

main"であることがわかる. これに対 して,アカ語はビルマ語の niy-se と thtuqISe に対

5) "water"にはアカ語で二つの形態素があるo?トー邑d"water"の -t孟ふと ?thlan"hotwater"の
?血である｡"water"を意味する形態素の分布をあげると,つぎのようになる｡

"water" "water'' "water'' 〃riverり

Bisu x x lag

Akha ?也- ?i-t昌d x

Burmese riy>re x x
Tibetan x chu x

6) これとよく似た条件をもつ例に "tosell"がある｡

Tib. htsho9-ba
OldBur･rDg2-se

Bisu k句一gE<*kr句IgE

Akha ?6--auI

856

1Ag-ba
1(:ドba

khy〇g2<khl〇g2
klug

このチベット語形 btshog-baとビス･アカ･ビルマ語 kr5㌢ は
初頭音を対立する異語幹形式であろう｡
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応する二つの形式 nか丘ulと d6-6tu を共にもっている.

Earlierstage *niy- *hniy3 *siy *thuID-
Bisu d血り一昨 hntlll) Sthq-hnat
Akha nかBu ?a-non d6-au1

01dBur. nly-Se niy sly-nat thtuqISe

Htosit,stay" "day" "gun-bow" "tosit"

対応通則の設定は,なかなか面倒な仕事である｡以上にあげた諸通則のほかに,さらに対応

形式に検討を加えるならば,なおい くつか特定の環境においてあらわれる通則を発見できるか

も知れない｡たとえば,

"toforget" Akha pe-Bul:Bur. miy31Se> me31de

"tospeak" ロトBu : miy2-se>me21de"toask'' 帖tji]

この対応例か ら "アカ語 -e母音 と連続する環境で"Akhap一･.Bur.m-の通則を設定 し

て,Rule8ii)に準ずる通則 8iii)として扱えるであろう｡

それ らの操作は,資料の増補 とともに今後の仕事 としてのこされている｡7)

母音音素ならびに母音十末尾子音連続の対応通則

さて,本稿では初頭子音音素の対応通則につづいて, ビス語アカ語および中 古 ビルマ語の母

音音素 (-Ⅴ)ならびに母音 と末尾子音の連続形式 (-VC)について,その対応通則を設定する

ことに目標をおいている｡まず,比較の対象になる各 々の言葉の -Ⅴ 形式および -VC形式の

目録を提出する｡ -Ⅴ 形式ならびに -VC 形式の主核をになう単純母音は,つぎの体系をもっ

ている｡

(M.BUT. 1- e 一一一一- a--u-- 〇 5母音 システム)

この三つの言葉の母音 システムは,1)い ずれ も前舌母音 と後舌母音の対立か ら成立 っているO

そ して,2)ビス語は狭 :半狭 :半広 :広の対立を,アカ語は狭 :半狭 :広の対立を, 申 古 ビル

マ語は前古母音 も後舌母音 も狭 :半狭 :広の対立をとっている点にそれぞれの特徴がある｡ そ

の上,3)アカ語は母音の張唇性 と円唇性による対立を不完全ながら前舌母音(e:¢:α)と後舌

7) また,たとえば Htoblow"Bisut〇一gEBur.tulk-seに対する Akhabo-丘u に見られる Akha
b-:Bur.t-Bisuト とか,"tobedarkHAkhajo-Z6n:Bur･hm〇g-seのAkhaz-:Bur･hm-
のような特別な対応関係をも一般に探すべきである｡これらの対応形が果して異語幹形式であるかどう
かは検討を要する. これに類する事実は, ビルマ語とカレン吉吾系のパオ語の間にも認められる｡ 拙稿

｢ビルマにおけるパオ族の言語について- 南方パオ語パアン方言覚え書｣『言語研究』50号,1966.p.30-
注11)参照｡
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母音 (u･.o :tu .･¥)の双方にもつのに対 して, ビス語は後舌母音にのみ (u:u:o:〇:7f)

この対立関係をもち,中古ビルマ語では後舌母音にのみ,しかもさらに少ない単位 (u:u)で

のみこの対立が認められる｡ (現代ビルマ語では円唇と張唇の対立はまったくない)｡ 各々の

言語の母音システムの記述的な性格は概略このように考えられる｡言語類型からいうと,ビス

語は 3×3system,アカ語は 3+4+2system,中古 ビルマ語は 3+2+2system に属させるこ

とができる｡

1 ul u

e 7f 0

E a 〇

ビス語

1 u u

e ¢ 7f 0

(e a

ア カ 語

1 tu u

e 0

a 〇

中古ビルマ語

これらの母音音素が特定の子音音素と連続して,つぎの -VC形式ができる｡
アカ語の -VC形式はもっとも単純であり,-onおよび Im (これを -Vm と解釈する)の

二形式に限られる｡ビス語では9母音音素がそれぞれ末尾子音 一g,-m,-n,-k,-p,-t,-W,-j

と連続して,全体で78種の組み合せが出来るが (4巻 1号 p.75),その中からタイ語より借用

された形式を除 くと,つぎの33形式がのこる (cf.4巻 3号 pp.47-1.これらの形式が比較研

究の対象になる｡

-a -1 -e 一己 -uI

-aq -iロ ーet) 一和 一uロ

一am X X X X

-an X -en -En -Inn

X X X X X

x x X -et 一nIt

-ち Iu -0 -〇
-写り Iup ~0り ~〇℃

× -um X X

一首n -un -On X

一首k x x x

一首t 二く × ×

× × × × × 一首p X X X

-aw x x x x x X X 一〇j

これに対 して,中古ビルマ語における-VC形式ほっぎのように表示できる08)

-a -ay -ag -an -am -ak -at -ap -a丘 -ate

-i -iy x -in -1m X -it -ip x x

-e X -eO × × × -et X X X

-u -uy X -un -um X -ut -up X X

-tn x -ulq × × -uk x x x x

8) 中古ビルマ語形は,拙稿｢Myazedi碑文における中古ビルマ語の研究Ⅲ｣『古代学』5巻1号,1956にも

とづくOただここで -wog,-wokとしたのは,文語で -wag,-wakとなる形で,一〇g,一〇kとしたのは,

文語で 一〇g,一〇kとなる形であるoそして -Ze且,-aet形式は,-e,-etと-a品,-at各によって表記した.
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-wok

一〇k

これらの形式の一部は,ビルマ文語ではつぎのように変化 した｡

-1y>-e,-uy=>-We,-tu>-0,-tuり>-On,-ulk>-ok,-wo>-wa,-wot〕>war),-Wok>-wak,

そして,現代 ビルマ標準語では,さらに,-e二二--ei,-we>-wei,-ay>-e,way>-we,-aり>-in,

-ak>-e?,-at-ap>-a?,-aa>-i-in-e-ei,-at菖>-i?-in,-im>-cin,-it-ip>-ei?,-un,

-um>-oun,-ut-up>-ou?,-ou>-aim,-ok>-ai?,-wau>-uin,-wak> -u7,-叩>-au°,一〇k

>-au7にそれぞれ変化した｡

申古ビルマ語の Stageからビルマ文語の stage-, さらに現代 ビルマ語への音素形式の

変化は,かなり規則的に行なわれた｡ したがって,ビルマ語を対象とする場合,このしいのどの

stageをとっても原則としては同じ結果を得ることができるが, もっとも単純なそして共通形

式に近い中古ビルマ語形を用いた方がより簡便で理解 し易いO

以上提出したビス語 ･アカ語 ･ビルマ語の -Vおよび -VC形式がそれぞれどのような系譜

的な相対関係を もっているかを考察 し,その対応通則をつぎに設定 していきたい｡

Rule18.Bisu.-a:Akha-a:Bur.-a

Hmoonり 山hla bala la3 *-hla9)

"tohearM kja一耶 ga一員u kra2-se *gra-

"tongue" m主nhla mela hlya *-hlya

"Resh" ?aq一蓋え 菖ad2i a-sa2 *a一菖a2

Htobebitter'' kha-t]E JO-Ⅹa kha2-se *qha-2

このほか,すでに掲げた例の申,つぎの同源形式がある｡

"tofall"*gla一,Htodrop"*khla-,"nose"*hna-,"ear" *na2-,"bee" *bya2,"arrow"

*hmya2,ufield"*Cya,"tobethin"'ba-,"tolisten"*na-,"tobemany"*mya2-,"togo"

*1a-,Hpain"*na,"tiger"*kla2,"cheek" *baZ,"earth" *-tsha2,"medicine" *-gaZ,"to

borrow"*hりa-.

また,この対応通則を適用できる同源形式がビス語とビルマ語にのみ保存されている例があ

る｡

Htogetり Bisuga-qE Burmesera3-se *ra-

Hfood" ?ar)-tsa ?a-t菖a *a-tsa～a-dza

Htoitch" hja一脈 Va2-se *Cya2-

9) すでに子音対応通則を設定し,その共通形を推定したから,ここで *印をつけて,形態素の共通形式

を示すことにする｡なお, トネームの対応はつぎの原則にしたがっている｡

Bisu 高平型 (a) :Akha 高平型 (a) :Bur.低平型 (a)

中平型 (a) : 中平型 (a) : 高降型 (a3),-Vstop音節

低平型 (a) : 低平型 (a) : 高平型 (a2),-Vstop音節
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=place" h j孟 ra *Cra

Hbetween" k ja h la ?a-kra2 *kra2-

この確実な対応通則に対 して,ビス語で少数ながら別の通則がはたらく形式がある｡

Rule19.Bisu一〇:Akha-a:Bur.-a

Hsalt'' ts51mと sad7f tSha2 *tsha22

日fish" ?aロー附 両 生a pa2 *r)a22
"tobeenough''k5-I)e 苫a一ma X *Ga2

これらの同源形式は, 理由はわからないが Rule18とは別にビス語がある変遷段階で a母

音から〇母音への変化を起 した結果でてきた｡さきに述べた Pyen語および P'u-Noi語では,

これに -a形式が対応するから (4巻 3号 p.47), この変化が起ったのは, かなりのちの

stageであることも間違いがない｡(cf.Tibetan"salt''tshwa<tsha-ba,"ash''aa)

Rule20.Bisu-a:Akha-a:Bur.-ak

Hhand" 1えーpu ?a-1a lak *1ak

H1eaf" ?at卜pha ?a-pha phak *phak

Hpig" wa za wak *wak

〟tobeashamedM 菖atso一耶 菖ad6aa hrakkr〇k-se *hrak-

このほか,上掲例の中,つぎの同源形式がある｡"hen"*krak,"upside''*a-thak,"toweave''

*rak-,"bird"*hgak(Bisuha-ja:Bur.hgak),Hbanana"*hgak(Akha℃a-be:Bur･hgak

py〇2),"tobeblack"*nak(Akhajo-na:Bur.nak-se)0

これに対して, 共通形式 *myakりeye"(Bisum主-hntH ･.AkhamjantLI:Bur.myaktSi)

にあたるビス語 m喜一は,*-akが mj一につづ くという環境において,-yakから-ja-の通則

(Rule20)にしたがわず,-yakから -jE>-eへの別の変化をたどったoしかし,残念ながらこ

の変化には並行例がない｡

Rule21.Bisu-ag :Akha-o:Bur.-aq

Htosee'' hmj孟r)一耶 m6-6ul mraて卜Se *hmrap-

りoldman" jam如) tsh6-m6 ?u一maD2 *一maq2

日youII nan no nag *nat)

〃boiledriceMh的 tsA hb tha-mag2 *一maD～hag

Hdeaf" nap的 nabb na-paり2 *-bar)2

このほか,ビス語とアカ語にのみ同源形式が保存されて,ビルマ語にはそれぞれに対応する

形式をもはや見出し得ない形態素も少なくない｡

Htodrink" Bisut的-qE :AkhadO-atl < *daD-

〃1anguage" t的 db < *dag2
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"person" tsh的 tsh6ha

Hvulture" ts的-ba lildz6

"snake'' ?a-1的 ?え16

"he" jar) t菖o

"insaneperson"?aローtSh的 ?えーdzb

"river" 1和一ba 16lba

系 統 (続)

く *tshat]

< *dzarI

く二*lat)

く *yat)

く *dzat)2

く *1aり

ビス語とビルマ語の間にも,この通則にしたがう二,三の対応例があるc

Hrootoftree"Bisu?aqIkhjtjag :Bur.?a-raQ2 (cf.Akhadtllki)

"toweigh" Bisut菖aO-1]E :Bur.khyat)31Se

Rule22.Bisu一〇:Aklla-0 :Bur.-wo>-wa

"door'' 1如 k〇 1え 苫O tan khaZ<*khwa *Gwo

"towalk" jうIt]E tgh0-6uJ SWo2-se>swa2-de *t弘wo2

"rain" m軸 hう mtn-rwo>rwa *-rwo

"tooth" S5phjと Sを<sb(?) swo2>swa2 *swo2

ビルマ文語形式 -waが,中古ビルマ語 woに遡り得ることは,別の根拠により証明できる

から,10'ビス語 ･アカ語の対応形式は,中古ビルマ語に近い特徴をもっていることになる｡た

だアカ語の Htooth''S音はよくわからない.(cf.TibetanHdoor"sgo,"towalk''bgro,"tooth"

so).

この通則と並行 して,つぎの二つの対応通則,Rule23とRule24を認めることができる｡

Rule23.Bisu一〇:Akha-o :Bur.-wok二>-wak

HratM h〇-tan ho-tea krwok>krwak *krwok

Hgrass" m51ka za一mo mrak<*mrwok *mrwok

"ant" ?a-ho pa-rwok>rwak 'Crwok

Rule24.Bisu一叩 :Akha-on:Bur.-wot)>-Wan

"horse" ?at)-m叩 mOn mrat]2<*mrwog2 *mrwo02

"toenter''75℃一脈 ?i-?6n一丘ul Wap-Se *?woロー

"toopen" ph〇g-I)E phon一au phwot]3>phwat)3-se *phwoり-

そのほか,ビス語とビルマ語の問に,この対応通則にしたがう数個の同源形式を発見できる｡

"husband" Bisubl的 :Bur.1ag <*1wou

"tobehigh" ?aq-hm叩 : mrat)3-se < *mrwot)-

"lake" 1叩 ?うり ?au2 <*?woり2

10) 上掲拙稿 ｢Myazedi碑文における中古ビルマ語の研究 Ⅲ｣pp.30-.
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"pine" ?aローhmうり:Sat菖mag2 <*mwoq2

"breast" 1うりIpEt :raて〕pat <*rwoロー

これ らの ビルマ語形 Iag も,-wog か ら来源 したと推測 して差支えがないであろう.

Rule25.Bisu-tu:Akha-uJ:Bur.*一at畠>-at菖

"tobenew" 菖血一耶 jo一差th

"year" -hnuJ nul-XO

HwristH latshd1 1atsu

Rule26.Bisu-tLl:Akha-tn:Bur.-ay

"tobuy'' vtil-耶 ZdllBu

"star" ?山一kth ?a-gul

Htolaugh" ?th-I)e ?th一員uJ

Rule27.Bisu-u :Akha-u :Bur.luy

Hdog" kh血 ?a-kh血

Hyellow" ?aロー菖th jo一差dl

Rule28.Bisu-u :Akha-u :Bur.liy

HfootH lakhdl ?a-khth

sate-se *菖a∋tS

hnat菖 *hn記t菖

lakt菖hat畠 *-tghzet菖

way-se *vay-

kray *gray

ray-se *ray-

khuyZ *khuy2

hruy"gold"*hruy

khriy *khriy2

Htountie" phdl一耶 ph血一丘ul phriy *phriy2

Rule29.Bisu-i:Akha-i:Bur.-uy

〃blood" 菖i 菖i

Rule30.Bisu-i:Akha-i:Bur.-1y

Htodie" 菖i一群 菖i一丘tH

"toglVe" p1-t]e bト丘ul

Hgrandmother" ?a-phi 7a-phi

Rule31.Bisu-i:Akha-i:BUT.-i

HfireM bi-th〇 mi-dza

Hanimal'stail'' tうりh丘i d5-mi

Hgirl" j畠bi zam l

suy2 *suy22

siy *siy

piy2 *piy2

7a-ph iy2-ma辛?a-ph iy2-

mi2 *mi2

7a一mri2 *mri2

sami2 *mi2

Rule25に対 して, ビス語で Iu とならずに Iulr)になる "heart"と "tree"は, さきに

述べたように (4巻 3号 p.60), 実はそれぞれチベ ット語形 saig,shiり に対応する形式であ

って, ビルマ語形 とは異語幹形式である｡

パheartM Bisunt和一baAkhantu-maBur･hnat51um2 Bisu *hnaet] Bur･*hnaet菖

りtreeM tstilgtSt叩 ＼/ sat喜 Bisu *tsa∋q Burr *sa∋t主

上掲例のほかに, Rule26 には, "tobewide" Bisu?a8-kl血 :Bur･kyay-se,"tobe
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separated''Bisukldl一節 '.Bur･kway2-se,"to itch"Akhazdl一員uJ:Bur･way2-se,=sand"

Akhakha-S山 :Bur･say2があり, Rule27には "medicine" Bisutsdl-ka:Bur･t菖hiy2,

日tocountりAkha苫th一Rtu :Bur･riy-se,〃waterMAkha?th-:Bur･riy,Hcopper''Akhag血 :

Bur･kriy2が,Rule31には, "youngerbrother"Akha?a一員i:Bur･ni,〃fruit"Akha?a-si:

?a-si2,"toknow"Akha菖i一員えーBtn:Bur･si3-se,"night"Bisum的 khi:Akha?tlkiの諸例

がある｡

以上の Rule25から Rule31までの対応通則をまとめると,基本的にはつぎのような関係

になる｡

(1) (2) (3) (4) (5)

Bur. *-zet菖>-at5 -ay -uy -iy -i
/ ＼ /＼

Bisu -ul -u1 -uユ ー1 -uI -1 li

Akha -u -uI -u1 -1 -u -1 -i

ビス語とアカ語で(1)と(2)が合一し,(3)と(4)は共に二つの形式に分裂 して,その中の一つが(1)

(2)と,他の一つが(5)とそれぞれ合一したことがわかる｡この(3)と(4)が分裂する条件は,明らか

ではないが,他の言語との対応関係から共通形式自体が臭 ったものと推測して, それを -iy,

-iy2,-uy,-uy2によって示 した｡したがって,つぎの例

日urineけBisu?i一菖i:Akha?i一善心 :Bur･siy2

では,ビス語は siyl形式に,アカ語は siy2形式にあたるが,

Htohit"Bisut山一t)E:Akhadi-Bul:Bur･ti3-se

では, ビス譜は tiy2,アカ語は diyl,ビルマ語は tiの形式をそれぞれもっていたことにな

るCこれらはいずれも上に掲げた通則を適用できる形式であるけれども,その通則が適用され

る共通形式自体が異ったために違った母音形式をもつようになったと解釈する｡さらに,つぎ

の対応

"tobebig" ?at]-h血 ?a-htil kri2-se

Htobenear" ?at)-d血 ni2-se

では, ビ ルマ語の *kri2,*ni2形式に対して,ビス語, アカ語は共に, *hiy22くkriy22,*niy22

形式をもっていたと推測できる｡

対応するビルマ語形式は明瞭ではないが,ビス語とアカ語の間につぎの Rule32を認め得る｡

Rule32.Bisu-E,-Eq :-Akha-i:Bur.?(-iy?)

Htogo"?圭一耶 :?i一員tu, "togo''1g-uE:1i一Bul

"outside"?ag-h扉 :1a-ai, "root"?aりIkhj主-:dtlki

"cat"?えーmEq:?a一m1, "excrement"?Ep :khi(Bur.khiy2)

これらの形式はビス語とアカ語に孤立した形式ではなく,こjLと同源関係にある形態素は,
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そのほかの同系統の言葉においても見出し得る｡

Marlユ Lashi Lahushi Lahuna Nungll)

"togo" je-151Wa 15 ,< × di

"outside'' a-Jen a-Jam X X X

HrootM kyi kyi 3t菖hi sdI首u gi

〃catM × × namVlkhoe mimと m i

"excrement" khji khji 5kh占 khe ni(?)

このビス語 -E,一印 :アカ語 -iの Ruleをもつ共通形式を,かりに *-e*-el〕であらわし

ておきたい｡

ビス語にもアカ語にも IuI母音に対立する 一首母音があった｡そして,Bisu-7f:Akha一首,

Bisu-7fg:Akha一首は規則的な対応通則であるが,それにあたるビルマ語形はあまり明瞭では

ない｡

Rule33.Bisu一首:Akha-ち :Bur.-un?

"topull" 菖喜一耶 :首を一員u

"toshoot" pち一耶 :b舌-auI

"tohate" m舌一昨 ×

"tobefar" W音IgE :く

Rule34.Bisu一叩 :Akha-7g:Bur.-tu?

"town" ?aりIhm軸 :m7g

"pillar" Jam J写り :ⅩOZ首

"toarrive" khちn-pe(?):k舌一Rul

:run2-se *hr苫n-(?)

*bち-(?)

:mun2-se *mちn-

:wiy2-se *vY2-(?)

:mrtH3 *hm75り(?)

× *-Z叩 (?)

× *kh古口-(?)

これらの共通形式は,かりに Rule33に -ち,-ちn,Rule34に -印 とすべきであろうか.

なおビス語形式 -ちk(ex."jllmp"pちk-qE),一首t(ex.Hinsane"p首t-ba)に対応するほかの言

語の形式 も不明である｡

Rule35.BisuIlo:Akha-on:BUT.-a昆

"1iver" ?aqItShir) sa-tsbn ?a-sa丘2 *tshze丘2

"toberipe" hmiローqE X ma丘3-se *hm記良一

Rule36.Bisu-eq:Akha-on:Bur.-a邑

"name'' ?at卜hmeD tSe一mJOn ?a一man *hma∋r)
Rule37.Bisu-uIq :Akha-on:Bur.-aa

"thread" kh血q Sa-khan khra員 *khraen

ll) Maru語 Lashi語 Lahushi語 Lahuna語 は私の資料にもとづきNung語は,J.T.0.Barnard,

AHandbookoftheRiwangDialectoftheNungLanguage,Rangoon,1934によった｡
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〃tobefull" pluユローnlu13-1jE pra邑3-se *pra∋n-

"tofalldown"hl山口-りE ＼ hlaa2-hlay2-se*hlzen2-

"tomew" -bdlr)一耶 ? mran *mra∋n-

この Rule35から Rule37までは, いずれもビ ルマ語形 -aaに対応する通則である｡対

応例は多 くはないけれども,これからビルマ語の -a丘はアカ語でいずれも -onにあたり,ビ

ス語では -iq-eU-ulりに分裂 していることがわかる｡したがって "tobeclear"Akhajo一g6n:

Bur.kra員ISe,Hwhen"Akhaaa-mjon:Bur.ma丘Hwhat''は, ビス語の対応形がないため

に,この中のどれに属するのかわからない｡ビス語で三つの形式に分裂している条件は明らか

ではないが,Rule35はチベット語で -inになり("liver"mtghin-pa,"toberipe''smin-pa),

Rule36はチベット語で -iq形 ("name"m亘))になる事実ははっきりしている.したがって,

かりに Rule35には 一記員,Rule36には -zeq,Rule37には -zenを共通形式としておく｡

Bur. Bisu Akha Tibetan

*一記丘 -aa -iロ ーOn -in

*-記g -a丘 -eて) -On -iq

*-zen -a員 -tnロ ーOn ?

Rule38.Bisu一己:Akha-e:Bur.-at,-W-at

りtobehungry" b主-I)e me一且ul mWat-Se *mat

〃tokill" SとIUE Se一員u sat-se *sat-

"totakeoff" hlE-OE le一丘tH khywat-se *khyat-

"tolick" b主IgE mjと一丘tn x *myat-

さきに述べたごとく (4巻 3号 p.52),これらのビス語にはプノイ語 -atが対応するから,

この共通形を -atとするのには問題はない｡ この対応通則に関連して, つぎの二つの異語幹

形式があらわれてきた｡その一つは,"flower"Bisu?aローWE:Akha?a-b6je(P'u-Noia-voat)

に対する Bur.pan2である｡前者は *-vatを後者は pan2くban2を語幹形式としていた｡第

二は "tofear"BisukhE-gE(P'u-Noikhat)に対する Akhagu-丘alBuI:Bur.khr〇k-seで

ある｡このビス ･プノイ語形は *khatから,アカ語 ･ビルマ語の方は *gr〇kから来ている巽

語幹形式である｡

ビス語では 一己母音に対立する半狭母音 -eがある｡これには対応例は少ないがつぎの rule

を考え得るo

Rule39.Bisu-e:Akha-e,一cc:Bur. -u

"thunderbolt" m両 kje :?tld2台d2台 :mu12kru2

日chain" kajkje ,< :kyapkruユ2

Hcorner" ?at卜kje :lat各hcb x
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あとで述べるように,ビルマ語の -u にあたる規則形はアカ語の -αであり,ビス語の -aw

である｡これには多くの例がある｡ したがって,この -eはビス語では -aw の変形として,

アカ語では 一任の変形としてあらわれたことになる｡しかし,い かなる環境での変形なのかは

今の段階ではわからない｡

Rule40.Bisll-u:Akha-u:Bur.-u

"silver" phld phj血 phru

"tobethick" thd-りE jo-th血 thu-se

Htodig'' ttl-I)E dt1-6ul tu2-se

Rule41.Bisll-u:Akha-o :Bur.lu

"tolook'' hlトロE ho一丘ul hru-se

"tostir" ktl-I)E k6-丘u ku2lSe

*hru2-

*ku22-

Rule42.Bisu.-u:Akha-u:Bur.-up

"tosuck" kj11-℃E 菖u一aul t菖up-se *kyup-

"tosew'' kも一耶 g血一員tu khrupISe *Grup-

この通則は非常に明瞭である｡ビス語 ･ビルマ語の -uに対して,アカ語で -uと -Oにわ

かれて対応するのは, やはり共通形式の相違を反映しているのであろう｡ R111e40には -u,

Rule41には -u2を用いてその相違を示した｡

Rule43.Bisu-am :Akha一m :Bur.-am

"iron'' 邑am 菖rh sam *菖am

Hfence" kham-thtH jakhTh khram *khram

〃bearM 75W畠m xamrh wakwam *vam

"tofly" pjAm-qE X pyam2-se *pyam2-

Rule44.Bisu-am :Akha-a:Bur.-am

〃tosmell'' hnam-gE nab色一尺u nam2-se *hnam2-

"hair" tam kh血勺 tgha-khan tSham khra丘 *tham-

Rule45.Bisu-um :Akha一m :BUT.-um

"mortar'' t51)tShbm thantshTh th302t菖hum *-tshum

"toclothe" tdml)e dIも一員uI X *dum-

りtopileup" × tBhebrh pun-se *bum-

"topaymoney'' × phjdzふ sum2lSeりtouse''*dzt]m2-

Rule46.Bisu-um :Akha一m :Bur.lim

866

Hhouse" jdm 丘血 ?im

"tobelow'' h丘um一℃E jo一員血 nim3-se
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"potato" p lbm bjTh-ma pin2-?u<*prim2-7u*blim2- 補注2

"cloud" × m血 dIも tim *dim

Rule47.Bisu-u:Akha-u:Bur.-ip

"tosleep'' Ju-I)E ju-Rtu ?ip<ylp- *yip-

Rule43から Rule47までほ,共通形式 -am,-um,-im,-ipに関する通則である｡ この申

-am が Rule43と Rllle44の二つに分裂するほか, アカ語では一つの形式 一m に合一 し,

ビス語では -im と -um が Ium になり,-am と -um の対立を形成するのが特徴である.

Rule48.Bisu-aw :Akha-(王:Bur.-tu

"tosteal" khaw-1]E xCb-6tu khln2-se *khuI2-

日tobesweet" tShaw-gE jo-t喜hcb khyul-Se *khyul-

"towash'' kjaw一昨 jci9-6u riykhytn2-se *khyuI21

"bone'' ?aqIgaW 弘 j(込 ?a-ru12 *a-ruJ2

Rule49.Bisu-UIJ:Akha-α :BUT.-uJ

"tocry" 7両一耶 gCb-Bu qtu-Se *りu1-

"丘nger'' 1ah員tl8 1ancb lakhau2 *-h丘u2

日toawake" dt沌IgE n(主-Liul ntu2-se *nuェ2-

"towither" hj的 tsha 丘de-?i-丘u h員uI21Se *h邑tLI2-

Rule48と Rule49の二つの通則の成立,すなわちビス語における Iuりと-aw の分裂は,

明らかに共通形式の初頭音が鼻音であるか鼻音でないかの条件にしたがっておこった｡この通

則からみると,`̀sky"Bisumtlり:Bur.mtu2にあたるアカ語 mdl,"roof"Bisujam mtlq:

Bur.?im muI2に対応するアカ語 丘rhmrhはそれぞれ m(嘉 および m(もから変化したことに

なる (現代アカ語には m(だ音節はない)O ビス語の鼻子音以外と結合する -uロはいずれも倍

用語である."socks"th両 tin,"rainbow"phih的 0

-万 ビス語の -aw の中には,プノイ語の -apにあたる形式が含まれていることは,さきに

例をあげた (4巻 3号 p.52)｡これにはアカ語の -O が対応する｡

Rule50.Bisu-aw :Akha-o :Bur.-ap

"n eedle" khl抽 kjaw ?a一首b khyup?ap<qhap

Hto plerCe'' tshaw-I)E tS6-丘TR kyap-se"toputinto"

しかし,この Bisu-aw :P'u-Noi-apの関係をもつ形態素は,ビス語系に特有の形式が多

く,またタイ語からの倍用語も多い｡

アカ語には -∝ 母音に対立 して 旬 母音がある｡これにはビルマ語の -iy,-ayが対応する｡

しかしそれらにあたるビス言吾形を発見できない場合が多い｡したがって,アカ言吾の -¢母音は

さきに述べた -uI母音からある端境で生れた変形であると考えることができる.
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Rule51.Bisll-ut)(?):Akha-¢:Bur.-iy,-ay

Hfollr'' ? ?a liy2 *1iy2

"tosit" d血ロー耶 n針丘ul nly-Se *niy-

=tochange'' ? ?a lay2 *1ay2-

日grandchild''と 〃bow"の対応例は,p.53を見 られたい｡

Rule52.Bisu-つ,一〇g:Akha-o :Bur.-ulk

Htoblow" t〇一qE :bo一丘u

〃tobite" k〇-I)t :k0-6ul

"tolike" S5-℃e

"stomach" p51〕-ba :b6-ma

Rule53.Bisu?:Akha-u:Bur.-ut]

Hwave'' ? : ?トld

tulk-se *tuk-,buk-

kuk-se *kulk-

khyuk-se *khyuユk

wam2ptuk *-buk

hlug2 *hltnq

中古 ビルマ語の -uq を もつ共通形が少ないために, ビス語の対応形 もアカ語の対応形 もは

っきりしない｡

Rule54.Bisu一〇,-3t):Akha-o :Bur.1〇

日waist" ?aローkj5 jb :ky〇2 *ky〇2

日forest'' t5て)k5て) ? :t〇3 *t〇～*t叩

この -〇,-〇t]をもつ共通形式 も少ない｡つぎの りtocall"はそれぞれの言語が Bisu*khtn-,

Akha*khu-,Bur.*kh〇一のように母音音素を変えた三つの異語幹形式を代表するのであろう｡

｡tocallM haw-qE :khl1-atu :kh〇一se

Rule55.Bisu-つり:Akha-on:Bur.1〇℃

Hmortar" t軸 tsh血m thantshTh t〇t]2tShum *tつり2-

Hwing'' ?aローt50 7a-d6n ?a-t〇り *a-d〇t)

Rule56.Bisu一〇℃:Akha10 :Bur.1〇り

"boat" 15g :16 1〇g2 *1〇g2

"tosell" kうり一脈 :76-6tu :r〇g2-se *r〇r)2--g〇p-

"tobelong" hm5て卜qe JO一m 6 × *hm〇g-

BisuhうりIt]E:Bur･h〇ローSeHtobark'',Bisu?aq-1〇り:Bur･?a-1〇g2〃corpse'',

Bisu?at)-Pl叩 :Bur･phr〇g3-se"tobestraight"

アカ語では,-on と -O の二形式があった｡ 前者が Rule55に, 後者が Rule56にあら

われる｡ この対応関係には問題はない｡

Rule57.Bisu-3,一〇k:Akha-o :Bur.一〇k

〃rice'' k〇 Ⅹo kh〇k *kh〇k
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"skin" ?aq-kh〇 ba-xo ?a-kh〇k *?a-kh〇k

"bottom" ?ar)-75k d畠-?o ?〇k *?a-?〇k

"monkey" +mj〇 ?a-mJO my〇k *?a-my〇k

ビス語の -つは 一〇kから来源したことには疑いはないOそのほか Bisupj〇一りE:Bur･py〇k-

se"todisappear",Bisut的Ib〇:Bur･?a一m〇k"cock'scomb",Akhatso一員uI:Bur･tSh〇k

"tobuild''などの対応例がある｡

"tobedry"ku卜t]E:j0-gul:khr〇k-seのビス語 ･アカ語には *Grayを推定でき, ビル

マ語形 khr〇k とは異語幹形式であると考えられる｡

ビス語には,この 一〇に対立する -o母音があったが,それにあたるアカ語およびビルマ語

の対応形はわからない｡(cf.4巻 3号 p.51｡ 10g形式の例として Hbracelet"1えーkbt],Hto

hide"tshol卜qEを補 う｡)

ここでは,もっとも対応例の多いものを対応通則と認めて,その通則によって解釈できない

例を,共通態における異語幹形式として扱わざるを得なかった｡そして,その異語幹形式の間

に認められる対応関係がかなりの例に並行することを発見できたときには,それを新たに通則

としてとり上げた｡たとえは さきにあげた Bisu-i:Akha-tH :Bur.-iyの対応をここで

は異語幹形式として扱 ったけれども,もしこの対応関係をもつ例がほかに多 く認められるなら

ば,これは通則 としなければならないであろう｡異語幹形式と一応認めている形式は,なお検

討の余地が十分ある｡

む す び

以上に設定した -VC形式は, なお不完全なすき間の多い体系になったoこれは共通形式が
三つの言葉の体系を素直に反映していない点を含んでいるからである｡ことにビス語の -an,

-En,-un,-tilt,一首n,一首r),一首k,-7ft,-un,-0,-0て),-On,-〇jおよびビルマ語の -an,-in,-it,

-utの間の関連はなおまったくわからない｡それには,いくつかの理由がある｡もっとも大き

い要因は,形態素の分布関係にある｡ビス語もアカ語 もビルマ語 もそれぞれ特有の形態素を含

んでいるが,それらの形態素が上に掲げた対応不詳の諸形式をもった異源語であることが多い

ためであ｡したがって,ビス語の系譜関係をよりたち入って証明するためには,この異源形式

の来源を解明しなければならない. たとえば "head"を意味するビス語 ?aqIttlの -ttlは,

アカ語 tl?-d心 と関係するが, ビルマ語の u2-kh〇r]2 とは直接に結び付かない. そして,

Lahushi語 ?a-kb とも Maru語 ?aw lam とも Lashi語 ?也-1em とも関係がないoLかL

Lahuna諮 ?えーtt1-ktl,Lisu語 ?dh-d沖 とは関連をもっている.そして,これらの形態素形

式の大部分は,チベット語の db11と mgoの二形式に包括されてしまう｡ これらの共通態に
椛 注 3

は *dll,*bu,*guの三形式があって,それが各々の言葉に任意の分布を示したことになる｡そ
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れ故,チベット語についても,ビルマ語についても,そのほかの語嚢ストックの豊富な有力な

言葉について (たとえば Lushai語とか Lepcha語とかのについて)も,是非とも類語族 (word

family)を作っていかなければならない｡そして各々の類語族のメンバーになる形態素の分布

関係を広 く調査する必要がある｡この手続を経ないと,この語派の系譜的な親近関係は十分に

は証明できないであろう｡

私たちが比較研究の対象にするのは,個々の音素あるいはその連続ではなくて,個々の音素

から成りたっている体系なのである｡私の以上の操作もこのような体系間の比較を目指して来

たつもりである｡しかし,そのような比較研究は実はなかなか簡単には成功しない｡たとえば

A言語の体系が a-i-u-e-Oの5母音から成りたち,B言語の体系が a-i-uの 3母音から成り

たっているとする｡そしてA言語のaがB言語の aに,A言語の iとeがB言語の iに,A言

語のuとOがB言語のuに規則的に対応するというような場合には,五つの対応通則をたてれ

ば解決できる｡そしてA言語の母音体系とB言語の母音体系の関係はすっかり証明されたこと

になる｡しかし,ビス語 ･アカ語 ･ビルマ語のような音素体系とその組み合わせ形式がやや複

雑な言葉であっては,これに近い証明もなかなか実現し難い｡

以上に設定したいくつかの Rulesは, これらの三言語間にあるもっとも顕著な関係をすべ

て代表していると思う｡ そして,これらの rulesはより範囲を拡げた比較研究において,た

とえばロ口語系やラフ語系の言葉を含めた比較研究において,なお若干の訂正と多 くの増補を

必要とするであろう｡

補注1(p.55)

アカ語の "tospeak"9台一丘u ほ,また中古ビルマ語のgak"tospeak"(cf･Tib･gag`̀speech,talk")
に対応する形式とも考え得るが,gと一丘tHとgakはその -VC形式が対応通則 (Rule20)と合致しないか
ら,いまの段階では同源形式とは認め難い｡
補注2(p.65)
この推定形式は,アラカン地方のMarma方言に保存されるprim"taro,Colocasia"に正しく対応する｡
そしておそらくマルマ方言の prim は *plimから来源しているのであろう｡
Marma方言の prim については,Lorenz.G.L6ffler,"Ein KinderspielversderMarmaund
seineParallelenbeidenMru,''Zeitschr.f.Ethnol.,84,1959.およびR.Shafer,Bibliographyof
Sino-Tibetanlanguages,ⅠⅠ.1963.p.2.をみられたい｡cf.共通タイ語形 phlulak
補注3(p.67)
これらの言葉で"head"を意味する形態素の分布関係と単語形式の構成を図式にすると,つぎのようになる｡
Earlierstage prefix

Bisu ?ag

Akha
Burmese

Lisu

LahuNa ?a

LahuShi ?a

Maru
Lashi
Tibetan
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*bu *du *gu

-td pre五Ⅹ+*du

?d Idd *bu+*du

?u2 -kh〇g2 *b11+*gu

?dh -dih *bu+*du

-tも -kム pre丘Ⅹ+*du+*gu

-kd prefix+*gu

?aw
?也

dbu(resp.)mg0
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-ram *bu+lam
-18m *bu+1am

*bu,*gu


